
いじめの認知件数の推移
平成28年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」より

「仲間はずれ、無視、陰口」小中学生への6年間のいじめの追跡調査
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いじめ追跡調査２０１３－２０１５

大人が気付きにくい、いじめ

どの子供にも起こりうる、いじめ

いじめは、ふざけや遊びをよそおったり、インターネット上やメールな

ど、大人の目に付きにくい場所や形で行われます。いじめられた子供自身

も、「心配されたくない」「仕返しが怖い」という気持ちから、いじめを

否定する心理が働く場合もあります。

いじめの認知件数は、社

会の関心が下がるとともに

低下してしまう傾向が見受

けられます。

いじめは必ず起こりうる

もの、という認識のもと、

ささいな兆候にも積極的に

認知し、対処していく姿勢

が必要です。

ささいな兆候も、積極的に認知

いじめは、いじめられた児童生徒の教育を受ける権利を著し

く侵害し、心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与

えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせる

おそれのあるものです。

された経験がある・・・９割

した経験がある・・・・９割

いじめとは、何か

なやみいおう
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